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○ はじめに

群馬県は、県土の３分の２を森林が占めています。

豊かな水を育み、また災害を防止するなど、私たちの暮らしを支え、

多くの恵みをもたらす森林は、県民共有の財産です。

県では、この大切な森林を守り、育て、次世代に引き継いでいくため、

県民税均等割の超過課税として「ぐんま緑の県民税」を

平成２６年４月から導入し、様々な施策に取り組んでいます。

○ 目指すべき目標

木材価格の低迷や山村地域の過疎化・高齢化などにより放置され、荒廃が進む森
林の整備を進めるため、また、森林を取り巻く新たな課題に対応するため、次の目
標に向けて施策を進めます。

豊かな水を育み、災害に強い森林づくり

里山・平地林等の森林環境を改善し、
安心・安全な生活環境を創造●

●

○ 期間

●事業期間 ５年間（平成２６年度から）
●課税期間 ５年間（個人平成２６年度課税（平成２５年所得分から））

（法人平成２６年４月１日以降に終了する事業年度分から）
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平成２７年度ぐんま緑の県民基金事業 総括

ぐんま緑の県民税評価検証委員会は、税の使途の透明性・公平性を
確保し、事業内容の検討、実績評価・効果検証を行うため、平成２
６年に設置され、平成26年度に３回、平成２７年度に３回、計６回
の委員会を開催し、ぐんま緑の県民基金事業の執行状況や効果につ
いて検証・評価を行ってきました。

平成２８年○月

ぐんま緑の県民税評価検証委員会

□ 評価検証委員会の総括意見
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財 源 【収入】基金（基金残高・税収、寄附金、運用益）

１，２４９，０００千円

使い道
【支出】ぐんま緑の県民基金事業 ７１４，８６５千円

※繰越として実施する事業 ４６６，７８６千円

Ⅰ 水源地域等の森林整備 【林政課】

Ⅱ 森林ボランティア活動・森林環境教育の推進 【緑化推進課】

Ⅲ 市町村提案型事業 【林政課】

Ⅳ 制度運営（普及啓発、評価検証） 【林政課・林業試験場】

４６０，６３９千円

１４，９６６千円

２３６，７６１千円

２，４９９千円

Ⅰ 水源地域等の森林整備
６４．５％

平成２７年度
総事業費

714,865千円Ⅱ 森林ボランティア活動・
森林環境教育の推進

２．１％

平成２７年度ぐんま緑の県民基金事業の実施概要

Ⅳ 制度運営
０．３％

Ⅲ 市町村提案型
３３．１％

（内訳） ・基金残高４２７，０４９千円 ・税収８１９，８３３千円

・寄附金１，８４４千円 ・運用益２７４千円

平成２７年度総事業費に占める
各事業の割合

（内訳） ・平成26年度繰越事業２２０，７８１千円 ・平成27年度事業２３９，８５８千円

※平成27年度繰越事業４０４，４８１千円

（内訳） ・平成26年度繰越事業７１，２３７千円 ・平成27年度事業１６５，５２４千円

※平成27年度繰越事業６２，３０５千円

3



Ⅰ 水源地域等の森林整備

● 条件不利地森林整備
地理的、地形的な条件により林業経営が成り立たず放置されている条件不利な森林を対象として、

間伐などの森林整備を実施します。

● 水源林機能増進
市町村が管理する簡易水道等の上流部の森林であって、水源涵養機能等の低下が懸念される森

林を対象として、間伐などの森林整備を実施し、水源涵養機能の増進を図ります。

● 松くい虫被害地の再生
松くい虫被害木が放置され、笹や竹が繁茂した森林を対象として、コナラやスギなどを植栽し、新た

な森林へ再生を図ります。

１ 概要

《林政課》

２ 事業の流れ

事業区域の検討や森林所有者の調査を
実施し、判明した森林所有者に対して、
事業説明や実施に関する承諾を得ます。

①区域調査委託

森林所有者から承諾を得た森林を対象

に、事業の実施区域の測量や標準地調

査を実施します。

３ 整備イメージ

調査結果を基に間伐等の森林整備を実
施します。

・手入れがされず、公益的機能が低下した森林

・林内は暗く、下層植生が乏しい

・下層植生が回復し、公益的機能の高い森林へ移行

間伐などの森林整備の実施

現状

将来

②実施計画調査委託

③森林整備の実施

・間伐の実施により、林床に光りをあてて、下草など
の下層植生を回復させる
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【平成２７年度の実績】 ４６０，６３９千円

○条件不利地

森林整備
・区域調査

H26繰越： ２２６ｈａ

H27実績： ９４４ｈａ

（H28へ繰越： １４５ha）

・実施計画調査

H26繰越： １５４ｈａ

H27実績： ２４７ｈａ

（H28へ繰越： ３８８ha）

・森林整備

H26繰越： ２７６ｈａ

H27実績： １２８ｈａ

（H28へ繰越： ３４７ha）

４ 実施状況

・ 平成２７年度は、平成２６年度の繰越事業と、平成２７年度事業を実施しました。

（内訳） 平成26年度繰越事業２２０，７８１千円 平成27年度事業２３９，８５８千円（事務費３０９千円含

む）

○水源林

機能増進
・区域調査

H26繰越： － ｈａ

H27実績： ５６４ｈａ

（H28へ繰越： ３２５ha）

・実施計画調査

H26繰越： ４２ｈａ

H27実績： １８４ｈａ

（H28へ繰越： ３８０ha）

・森林整備

H26繰越： ８８ｈａ

H27実績： ５０ｈａ

（H28へ繰越： １９９ha）

○松くい虫

被害地の再生
・区域調査

H26繰越： － ｈａ

H27実績： ５６ｈａ

（H28へ繰越： － ha）

・実施計画調査

H26繰越： ４ｈａ

H27実績： １３ｈａ

（H28へ繰越： － ha）

・森林整備

H26繰越： １２ｈａ

H27実績： ９ｈａ

（H28へ繰越： ２２ha）

条件不利地等の森林整備（東吾妻町）

着工前 完 成

着工前 完 成

条件不利地等の森林整備（桐生市）
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